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高分子の分子構造と結晶弾性率

京大教授桜田一郎
　高分子化学の進歩を考える前に高分子化学の最終目標はど　　係曲線より結晶格子の弾性率を知った。PVAの場合∂－S曲

こにあるか。進歩ははじめて目標に向って進むことであるが　　線は（応カー歪曲線）520吻／舗までほぼ直線でありEe＝22

私は最終目標の一…番大きなものは分子の構造と物性との関係　　5×104昆〆α》であった。ポリエチレンの場合Ee＝240×104㎏

を明らかにすることと考える。高分子物性の研究では溶液，　　／舗であった。この1直は結晶が均一に分布している時の結晶

特にテーター溶媒が取り扱われている。これから糸状分子が　　格子の歪と考えてきた。そして実際上試料の弾性率が異り小

・溶液の中で何度かの温度で糸まりのようになっているかなど　　角散乱測定の結果より微細構造が異っていると考えられる数

分子の形すなわち分子の構造と物性との関係がある程度分る　　種の試料すなはちスタフレン，X線照射後良く配向させた試

ようになった。しかし固体の物性と溶液のそれとを結びっけ　　料を含む高密度PE及び低密度PEのEeは全て240×104で

ることは難しいし，固体の分子構造と物性との関係を1：1　　あった。PVAでもホルマール化物とそうでないもので同一の

で結びっけることは殆んど絶望的である。しかし典型的な固　　Eeを得た。更に宮沢のPEの計算値269×10よとも良く一致

体一結晶にっいて，結晶格子の弾性率（これは機械的性質　　　した。側鎖の置換したポリピニリデンフルオライドでも平面

の根本的なもの）との関係を研究することは有意義である。　　　ジグザクでありEeは大体PEと同じである側鎖の影響はない

結晶に単結晶を使ってやることは理想的であるが，現在の所　　主鎖中に酸素の入ったポリテトラヒドロフランは従来平面ジ

不可能である。しかし繊維とかフィルム中にも結晶性部分が　　グザク鎖とされてきた。しかしこれから推測されるEeより

あり，その結晶格子のひずみと試料のひずみとが一義的関係　　実測値は低く55×1陪である。平面ジグザグからのずれを示

にあるという課題が明らかになった。従って分子構造と弾性　　　している。この点今後の検討を要する興味ある点である。

率と実験的にっながりが出てくる。更に幸いなことにIRス　　3．1ヘリックス構造を有するisoP．PポリブテンP．s（ポリス

ペクトルから分子の振動とか，回転に関する知識が得られ，　　チレン）の場合大体同じEe＝2×1酔であった。宮沢らの値

分子ののばしやすさが計算できる。結晶領域の結晶弾性率は　　29×104とよく一致する。その他ポリエステルのEe＝76×104

この分子ののばしやすさに関係している。電子計算機の発展　　でTreloerの計算値126×104に近い。ポリテトラフロロエチ

にょり，ずい分こまかく計算できる。そして我々の実験値と　　レンEe＝156×104であった。ナイロンのγ型はEe＝1．9》〈104

直接比較することができる。これは高分子化学にとって非常　　でα型はPEの1／15であった。セルロースは水のあるなしに

な進歩であると考える。ナイPンは結晶化処理後の弾性率が　　　よらず一定でEe＝130x104であった。ポリエチレンオキシ

随分低く，これがナイロンの用途としての欠点でもあり，長　 ベンゾエイトは試料と結晶格子の伸びの値は全く同じで・こ

所にもなる。一例えば木綿，スフ等と混紡できない一弾性の　　れより弾性率の高い繊維はできない。最後に分子間力に相当

大小はこのように繊維の実用的性質と関連している。分子の　　するものを知るため結晶の横方向の弾性率を測定した。PV

伸びやすさと繊維の弾性率との関係についてとくにiso－P．P　　Aフィルムにっいて熱処理条件などを変えて行っていつれの

（アイソタクティックポリプロピレン）に興味を感じ測定し　　試料でも同じ弾性率を得た。分子鎖方向のそれに対して仮定

た。PE（ポリエチレン），PVA（ポリビニルアルコール）　　　したと同じ模型が成立すると思われる。このデーターからP

等と異りヘリックス螺線構造をとっているからそれ等と違っ　　VA結晶に対するBunn及び桜田のモデルを検討してみると，

た挙動をするものと考えられた。実際は次のようにした。　　　桜田のモデルで良く説明できることが判った。一本の分子の

まず繊維軸方向に力を加えることによって生じた試料の面間　　性質の研究から出発し，高分子結晶の構造の解析も可能とな

隔の変化に伴う角度の変化（数分程度）をX線カウンターで　　った。　　　　　　　　　　　　（文責・松沢研究室）

測定し，これより結晶格子の変化を求めた。次に応カー歪関
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合成繊維工業の現状と将来について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポパール・ビニロン工業の発展

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プτ敷レイコン引1、　　大　　原　　総　 一一 @良6

　一っの工業が旅寸するまてにどのような粁過をするか，ピ　　旅の」’じ力に希甲の川義札川て迎えられノ㍉、lil山↑敬レィコ

ニロンのユニ装化のド1分の体傷命から迩へる、，ビニロン・はIlerr　　ン，資」＼金2卜1’l　b「ノ」川て・コ鷲資念121い4「万ド1か必要で

mannとHaehnelにLって究↓、Lされた。そのときPVAはと　　　あった。、『い短川）ll！lUぼイ［《巌ll銀］・り融、L、辻’まU∫村か・会社

のような工業的価値があるかといオうれた。彼∧・；はさまざ｝な　　　として人財澗険」Cあ・1㌔’εの他り：川枠ソパたの｝目支術

努力をし織物の糊刑などに仙えることを見い出した。しかし　　　者てあ・たとバえよう。ノ戸一パイトの戎給ll1幅川｛∴’1｛パール

入きな工業的に戸｝Lけなか・た。Syntfilが水溶i（｜繊紺とL　　∫場か，同川に紡糸L場か11られ・ID）f》Lいノ1’）、1か昭加25

て｛1られ、たがこれも久さな氾↓1しけなか・・ノこ。昭和14年京人ば　　　イ1川始ミ∫れた。・1州洞W径1同・の・シ．n洞blム欧｛た“Illは術の

田研究室と錨紡て現打のビニロンのもとか発人〉れた。こli川　　　・リ人などか盛川・なりし二μソも他〔ハ繊日lI鮪丁川“るにゼ当

加二次大戦の前夜てま）ったか，この已二ロンけ川川より成品　　　／こ。ナでロン，ア〃リパ笥外川でもW↓’，れ「いたCりYヨ点術～∫

牢て川内でド1給てきた。川内ても査繊研ラe協㌃カて、きた。し　　　けちじに寸るL二と力川止／こか1ニーPンけキうけいかなψバ，た

かし小り発灰しなか・たの礼当晒の軍；孟；優礼トの為と1；．こら　　　，1り1角Y，ト乳て　‖』品要，う、あ，たもののるれ，か納｝ろt却1｛ノト1｝1、

れる。これが米「Tlのナイロンか人戦1いに発11（したの工兇る点　　　されノニヒご川・ンけ日ムずしもnく方か、たのC・’1∫ろのが人慢で

てある∩アセチレンから　・田した∫主としてs・りたいのか念　　　あ・，た。その筏灼一ノcPVAの介成己か”1成1品質的㍑面は

触⊂あった。こうしてバ敷レーコンのW究∫711のなかにPVA　　　解沈された。この1：・）｛、．i，’ね｝川川1ノ、さノ川鋤11しシ’あノ，ごと

（ポリヒニルアルコール）とヒニμン0）11〕∪族室力・てきλ。し　　　け今て｛、☆えることてあoるlll川13〔｝イP嚇編1十7、界は戦曲｛．戻

かし戦争は艮術古を悉くうけい，～台接二「てさえ1臨ハ1111古成1を　　　り，32イ「にはプluン，アクリノいハ川吟v↑、化1た。　U　・・Pソ

使わね1・よならなかパた。そ札かためにアセチレ’・ガスか祝発　　　も耐久材，工釆材判，仰驚，巴渠ψd41ぜ巾点，｛1・い’臼じた，ご

し研究堅け全滅した。円姐は鉄砿θ咄己給すら十分てなかっ～こ　　　のようにしてlll界の合成繊‘1い！二同レヘノ1にな　，た。｛か［友

き日時の問聾からは勲しかったか航空機川耐油刑として1）VA　　　成博Lは込に肋｝、二たおれ，恐らくナrPl・山鯖Ll、占ノ」ロリ…

たりを再姐することかてきた。その後llh川に1二」りは空襲によリ　　　ズのような1’Cしみを受けノ1島このlll’1り、・たroもlIうん，販

企滅し，我mの合繊界は戦肋の％～仏の生丙Illで終戦五ψ1え　　　売の♪1労も抗いた。ぴこ際のイ曲値を1、I」．～、又］，ら’｝引けノ＼食もζあ

た。戦後スフの欠点を補うノし昧て田ぴビニロンが几1された　　・・た。現rl　J駅・くllrl両に1阪’、臆］しろ、いう㍑！い／；。扱術的

か占領軍に固山」二」易は抜収されていたのて，倉敷工場てアセ　　　な畑てば川，呉，友成ト1已LT宏含めて多瓜：の人々，て小、1売

チレンからビニ・ン窯て晒臼001ε〆）、・℃験工場が川来※ビニ　いわずに働いたり」｛嚇に！却け《、。1珊L一庁UぷSれた1お

ロンミという名を得てここに角出発することになった。昭和　　　Pン」こ業もポリムステル勺が販売され所しい時八に人・’た、L

23年5月であった。と同時にアミラン鵠の令成繊組の復活が　　　いえよう。

さけ日れた。24年ビニロン製品の節1匝1展示会が研1カ・れ，日

老化を防ぐ健康法　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久保田昌人使7）

　私は68才の現イL身工170セソチ，体重70キロてfl11の芭化現　　　をもつようになり，当時，かくれた健康江指・∫♪者｝黄lll吊コ、氏

象もなく，着さと健康を尚りとしている。過去をかえりみて　　　（n本画家）から，臨旧ムと指圧療法を1刑したの（ある、，

人並み↓止Lの病歴の持主て，一病息夢ミかあてはまるようてあ　　その後いろいろの健康法に興躰をもちパL牧研究したヵ可i劔

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に史行の運びに至らなかった。

　30fltT年前東京に在住当時，85キロの休屯があったが，怠性　　　　戦f麦体重が60キロまて減ったのて，55才凄過ぎてから，保

虫垂炎を患い，4人の医博の診断の後，旗京屈指の外科医σ）　　健と老化予防のため角度各種の健康法を比較検司し，択長補

執刀て聞腹手術を受けたが・虫垂が正常の位lriになく・虫垂　　短の」コ独得の健腐〔法を創始して尖行を怠らず，旬日朝20分

を探すのに一時間半もかかったものの，ゆ着だけて，化膿し　　夜5分くらいの5カ4ザの鍛錬て，休調は40台よりよく，人か

てふらず，別に危険な状態てないと，はくド｛1｛もせず，そのま　　ら驚かれる若さと健康の札ら七とな・・た。要は努力と丸己心

ま縫合されて現在に及んているが，腹痛などはない。　　　　　とによる鍛練の賜ものと確信している。

　n中戦争勃発の翌13年勤務の都令て上海に汲り，越えて14　　　健康1却こは，①心のもら方②fと事③遅動の一’f、‘・一・体か贋心

年41オの時風邪から胆のう炎となり，再度リウマチ吐関節炎　　　てあることは中す柔てもない。

をイ〕｛発し，四肢の自由を失った。その上38．9度の商熱が10口　　　　心のもち方は，イ肴仰などにより安心立命の心垣｛こ～CO，こと

間も続き，肝炎を懸念され，死線を彷径したが，主治医の適　　は望ましい。

切の処置て九死に一生を得，39n聞の人院加療てどうやら歩　　　企liけっとめて米食を避｝づ，粉食にし，lll∫兼，埼駒はなる

けるようになったものの，後遺症として，肩甲骨と上僻部に　　へく生のまま食べ，兄物は林檎加，柚，苗なとを食へく，Lう

硬直がルり，腕が上にあがらず，洋服も着れず，このll6ほど　　に心がける。牛孔，卯，《ゾ川，海∫1り（1，小魚類，馬鈴お，‖

生涯を通じ病苦を味わい健康を願ったことはない。ところが　　認，工葱などけたえずとるようにしたい｛、の“こある。Tへは過

服某ては快力に向わず・鍼・灸・マノサージを毎日したが・　　去7，8ノ」年間に5t局」肺11の駆虫∪を一服（凧ただ｛）とし・う

ききめがなくて’上海の開業医から毎日3ヵ月程物理療法を　　田保にとっては最促良狙合日と思・ノている。

うけ，発病後5ヵ月ほどて全治させたのてある。　　　　　　　　運動法は第一・に自然の恵みたる水，空気，rDLを1：分に
　そこて自分の促康は，白分でつくり，守りぬくという仁念　　　活川することてある。
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　生水（井戸水はそのまま，水道の水は一晩くみおく）は毎　　　になる。その後胸式，深呼吸を3回つつして終る。

朝起きたてに1リットル半（朝食は1時間後）をのみ，日光　　　特に頭髪にはヘヤブラシを百回かければ，白髪になり方も

浴は5分間くらい足膝から下を日にさらすよ，うにし，深呼吸　　おそく，禿げもしない。

は腹式，胸式呼吸を交互になるべく多くするように心がける　　　皮膚の鍛練から体操まで20分くらいですむ。夜就床前，頭

　第二は皮膚の鍛練である。毛細血管，末梢神経の刺激には　　腕，腰，脚の運動を3，4分実行する。

最も合理的と思い，毎朝乾いたへちまで，求心的にカー杯摩　　　私の健康法は老若男女すべてに適するが，自分のペースに
擦し，っいで皮膚を赤くなるまで平手打ちをし，冷水摩擦を　　あったことから始めてだんだんならすことがコツである。

軽く行うのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお寸暇があったら頭，腰の回転をし，手先，足先に振動

　第三に体操である。からだの柔軟性，企弾力性，抵抗力を増　　を与えるようにすれば，さらに健康は増進でき，万年若造，

し，幼児のからだにすることがねらいである。　　　　　　　　万年新造になること，私の体験から断言できる。

　そこで毎朝生水1リットル半を飲んだあと，頭，頸，腕，　　　　（筆者は久保田式健康法普及会長で，長野県丸子町長瀬区

胸筋，腹筋，脚の順序で室内で体操する。平素使わない筋肉　　　在住，本文はオリンピックの後故河野一郎の発案で昨年発足

を柔かにし，胸筋，腹筋を丈夫にし，内臓下垂を防ぐのが目　　した体力づくり国民会議（議長は元厚相古井喜実代議士）の

的である。ひきつづいて頭，頸，顔のマッサージ，腹部には　　外郭国民健康つくり運動協会機関誌11号に掲載された）

指圧を加えると必ずつきたての餅のような柔かい弾力性の腹

青年実業家線間　武氏（昭23製糸卒）
　新装なった繊維工学科の玄関　　　施用に着目し10アール当り40袋の施用で土壌のPHは6．8に

に立派な科標が設えっけられた　　　も昇り全く地力を恢復して野菜，砂糖類の生産が甦生してき

（写真）これは沖縄関ケ原石材　　たのである。そこで琉球農協連合会の協力を得てその生産は

社長緑間氏の寄贈になるもので　　間に合わず益々増産の必要に迫られているのである。このよ

ある。同君は先に繊維機械科に　　　うに極めて短期間に大量生産の具体化のできたことはまこと

も科標を寄贈している。吾々科　　に夢のようだと氏は述懐しているのである。これも政府当局

．　　　　　　　　内のものは同君の篤志に心から　　知識人，連合会の人々の理解，援助もさることながら自分の

　　　　　　　　　　　　　感謝しているのである。同君は　　挽まざる努力と苦労が報いられたのだと氏は謙譲のろちに感

戦争未期に来学（繊維専門）に入学し，当時長距離ランナー　　謝の言葉をもらし，それにしても人に信頼されることが如何

として彼の向うところ敵なしと謳われたスポーツマンであっ　　に大切であるかをっくつくと知ったと述べているである。

た。在学中学徒動員により出征し，終戦後再入学をして23年　　　先日私宛にくれた千紙の一節で次のように言っている。

卒業した。卒業と同時に愛知県の会杜に勤務し，間もなく郷　　　「私が今郷里，沖縄で事業に成功し，会社を経営し当地有力

里に帰り辛苦独力をもって幾っかの事業を経営し，持ち前の　　な実業家の一人としてたっことができたのは自ら切り開いた

粘り強さを発揮し，今は沖縄経済界にとって重要な実業家と　　成果とは申せ，母校諸先生，友人，知人，の友誼，指導，後

してそのベストテンに入り，その活躍振りはまこと瞠目すべ　　援のたまものと深く感銘し，母校でうけた信州的経済思想と

きものがある。氏の性格明朗にして常に人の恩を感じ，先般　　謙譲の美徳を常に守り続け，営業方針の励ましとして胸にし

前早大浜総長が渡沖したのを記念して氏の銅像を独力で沖縄　　まっているのであります。人間の力は弱いもの，しかし総力

に建立し感謝状を載いている。その他多くの篤行を行なって　　　を結集すれば千となり，万となり得ることを改めて悟り，如

多くの人々から感謝されているのである。また昨年佐藤総理　　何なることも勇断と誠意をもって事にあたれば苦労も一掃す

が訪沖の際は沖縄実業家中から選抜された10人中の1人，し　　ることができ，そして人間の最大の幸福は母校，校友，知友

かも最年小者として総理との会談に参加しているのである。　　　と相和し，更に家庭相和してこそ生まれるもの。これこそ生

　緑間君が現在主幹事業として経営しているのは大理石の発　　　き甲斐のある事であります。事業上では競走することはあっ

掘加工である。戦後闇もなく硫球全島の大理石発掘権を一手　　ても努めて仲よくしていきたいと念じています」

におさめ，東京オリンピックの水泳プールの大理石も全部が　　　　　　　　　　〃　　　　この手紙を見て私は暑気にゆ

緑間氏の提供であり，最近では更にその事業内容を拡大し大　　　　　　　　　　・　　　だる近頃の大地にアルプスの山

理石の粉末化に着手し，政府から指定され，今後一ケ年間は　　　　　　　　　　　　　　々から吹いてくる涼風のような

（設備の関係上）年産12万5千袋（3醜プ入）次年度は25万袋，更　　　　　　　　　　　　　　　爽快さを感じ，彼が信州で学ん
に44年度がは30万袋の生産を計画し，文字どおりうなぎ昇り　　　　　　　　　　蚤　　　だことをいっも胸に体し，この

の増産を政府との間に契約をしており，政策に協力するため　　　　　　　　　　　無　　　爽涼の気溢ふれる信州高原の大

日夜闘志を燃して経営に当っているのである。氏の仕事は大　　　　　　　　　　　　　　　気を吸って生活した青年時代の

理石の生産が主で粉末化は副産物的であることを知るときそ　　　　　縫鑛’　　　　　　　心よい体験が自然ににじみ出て

の活躍振りの目覚しいことが想像できるのである。この粉末　　　嚢雛欝’　　　　莞　　来たものと，彼の気碗を秘めた

は最初カルゲンと称し家畜飼料，運動会のライン用として3　　　1　灘鍵　　　『　　　うちにも温厚な姿を想いうかべ

万袋を月産していたものであるが，その純度の高いことは世　　　芸　』　．　　　　　　　るのである。彼の事業はいよい

界有数で（98．8％）人の食料としてもカルシュウム源として活　　　．．　　　　　　　　　　よ軌道にのり発展を続けている

用できるものである。私のところではこれを繊維処理に用い　　　　　　　　　　　　　　が更に有為な青年実業家として

るため研究を進めている。また戦後未開発の地沖縄は年間23　　伸びて行くことを心に念じ，彼の事業の一端を紹介し，千曲

万屯の砂糖を輸出をしていたのが毎年200万袋から輸入され　　会報の全読者と共に彼の前途を祝福したいのである。

る化学肥料施用のため土壌力1強酸性（PH4．5）となり砂糖は　　　最後に立派な繊維工学科の科標を御寄贈いただいたことに

勿論，野菜などが全く出来なくなり全島野菜不足となり糖尿　　対し科員一同に代り衷心から謝意を表します。

病患者が続出し非常に困っていた。この時この粉末大理石の　　　　　　　　　　（繊維工学科・荻原清治・41年7月25日記）
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　　　　　　　　　　　　　蚕糸教育改新問題その後の状況

謡瓢㌫漂認慧濫鰍㍑僕㍑　右，㌫篇劉芸ξ慧辮螢1煕量1烈
ζ欝露註1認㌶㌫鷲1；鴎蕊蹴　≧（魏‡総認ぎil劉・1蒜1噺ぽ
。て本紙ては，朋の］峡を報告しご諒願え1・い認う．　い」とVりことであ・ノ・・然し洲｛の酬｛糊1縞；沿照

鄭大悔，梼から，洞疲刊編成剛・えて珊～ぼ　糸肺を銚縄蜘・て鰯にさせ：脚こ働「1勺に不蹴
粧田すべき剛欲ているのて，・れに1姻し・は鮒　で・‘剤という酬を四・している・f；ぱ州　1赦肥碑
は蚕糸繍∬関係人学の学1∨に，学臼1学｝｛1止にあて，それぞ　　加という一つをとゲ（みても統令【日川よ間llぼあり・苛の外

れ嘩を求められた．故わちrl｜乍妹までに2－3回ぼ　｝こも順がみられるよ）・λ・り・氾「㌫剛ぽヴ）‘　憎
糸教育問題について潤係人・；・のD｝瓜’榔は～・剛徽　1琉く不i撚の↓・讐あ仕いうuルぷ・｝・耐プcい□
授らを招集し，叉部省の疋〔向を1馴R，ガ｝：側との瓢1↓交換　　　fl㌔品としては一」二mの繊llP；’部｝1酬川的な菰叉池r品☆

を行って工たが，い貰た決フ£にい／ゴない。然し文部Wけ，　　llhlll1案にけ1〕1∫向きに㍑t戚“であるが，今日呂え「，れている・1、、

できるだけ原案にそって統合尖施を蜘白してほしい。その後　　な・｝111統合て一学↑は形成サるという｛11度θ），卯想にll日しい

統合に対する人学の力針はいか様に巡んでいるか？，文部宵　　統令案には賛成てδない。今後も或三に研究φ当IJ≠元l」い。い）

は来年度の予3）に盛込みたいのて，方針か回答されたい」と　　lllで万1易意見か一改し，何竹を学』ミに1是川してある。

のことであった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の様な杁艦にありほ良識ある叉｝｛ll省もその後のた」の

　これに対し，周校の将来；ol両委貝会｛歪員」、Ψ『日扉人郎扱　　イ1二り方を考慮し／こり，蚕糸葉を含めてH会全般の諸情啓の生

授）は，すでに1」川πに檎dして来たことであるが，功に審議　　化なども勘案し，絶合し，あ日：り仰Plワ∫改1］1イ：・“ll岨た川〕r

を加え，ジ、る6川7Hの敦官合議にもはかり，あとに述べる　　イ1したりはしない㌧思われる⑪加えるに1こい14、統，川：史，外

ような一応の結論をえた。　　　　　　　　　　　　　　　　に数多く0煤績との関係・業界C，吸Vパ地ノ」産叉とのド‘1係な

　さてそこで，もう一皮文部省の捉案の、｛りら寸しをかいつま　　どをも加祝してまてパ』徴あるもの日・錺散ざ｛どてしL巧ビ1

んでみると「蚕糸業け現在，日本のみならず，ll｜界的に制殊　　　なVりプノは必髭り賢明てある～一礼思：｝づ賦cい。

な重要な産業であって，その研究教育，後継者の食成は極め　　　然しながら，いつれにしても，⊥川叫ぷ1い｝釦部㌧し∵㍑，

て肝要である。その敦郁馴は，現問点加》みて，二r学｝｛陥　今後の了Lり方もつ・卸・・胞となっぷ（い・㍉の㌦，・ll；こ川ll珊

しつっある三繊紺閃係学部門に｛枚在させたさせたのては貧小　　　詞を識うね｝：｝1ならない市人問胆てあろ’いコ；ξる・

となるおそ牙しがあるので，設備の強化拡充のためにも蚕糸の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編「｛部〕

花岡孝君の殉職を悼む
　花岡孝／1（化9オ，興国人絹パルプ富山支7」・lll｝製課長）　　りさらない少q二てあ司た。その必ど1）なさの残った彼十JLの

は，去る7月511勤務中トリクレンによるガス中苗と金身腐　　　明朗な性楕は，級友との貌交を増し，H企へ出てからは，目

蝕のため，不慮の死を遂げられた。赴報に接したもの，その　　友，同窓生を問わず，∫掘しるものへの夜h～として人ψをあつ

あまりにも急な，そして悲惨な状況を慮り，驚愕し，長歎息　　めていた。入学当時は背丈は小さいソゾζあったか，在学中の

を覆いきれないありさまてあった。　　　　　　　　　　　　鍛錬によってめきみき成」こし夢人｝｝1｝晩成たξい、｝、れていた彼

　事故の甜備は次のようだったとのことてある。7月bn午　　会社ても，これから飛躍しようとしていた小だるうと思う。
前10時半頃，同社パルプ製辻工場内にあるパルプ駆硫酸処理　　　野球部の5苗打者として大いに打朴を振うとこ．もに，名一一’塁

筒で，内部タイルに伺縞したカスをトリクレソによって除去　　＝rとして町丁からの難球を捕球していた彼は，自分山1’；1瑠に

作業中の作業員のうち，筒底のカで作業していた1名が突然　　　於ける重五を果す資｛壬感を白らの荒硲として，’t鍋から蔚っ

倒れ，これを助けに降りた1名も意識を失ってしまった。こ　　ていたようにも思える。彼の講礼ノー1ぱいっも整然として

の事故の知らせを受けた花岡刀は直に現場に馳けつけ，その　　几帳面な字がきれいに☆数・れており，創〕ものの小生など随

肛盛なる責任感から，両名救助のため部下の組長と」しに敢然　　分役立たせてもらったものであり，彼からのJl杁はっいこの

として筒底に降りたのであるが，その時既に筒内に充満して　　祈年の賀杁迄，彼の性格そのままに’1哨ヒ空ら」λ几lil抽な字

いたトリクレンガスのため失紳し，前者の上に重なって倒れ　　休で丁寧に書かれてあった。

てしまった。近くにいた作業員が直に筒底にある取出口の蕊　　　花岡召は卒業と1司時に興田人絹バノ！ヅに人ilし，↓ソ来15年

をあけて救出し，市内の日赤病院に収容して丁当を加えたが　　一貝して富山工場にあり，ド川河覗の折却トを去った・［のの

呼吸困難と，筒底の洗い水の表面にたまっていたトリクレン　　多い中て，間1は相中での白らの立jl掩考え，的∪しっっも

による全身腐蝕のため，手当のかいもなく，他の3名と共に　　礼又発展のためその職場を帥れること～只く，「液技術研究と

同日昼近く36才を一期として不帰の客となってしまった。ll　　部下の指導に当ってきたのであ」たり人間的にも益々円残を

頃，几帳面て周到な堆｛1｝1の上事に当っていた同鶉が，その時　　　加え，会7」の重貞を担ってg」一役，部下う・らの信望も1ゾく，

に限って何故に殆んど冊防備て筒底へ降りられたか，一一刻も　．　彼ネ来の貞価が愈々発揮されるというll4イ1慮のウヒを逆げらオじ

早く部下の救川をという五任感からとはいえ，悔いて余りあ　　たことは誠に痛恨この．Lもないことて4，る。

るものがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御遺族は信子太人と朱だ幼い2人の追児イ5才～．1拘て
花岡羽は上mlll”｝㌔から木校へ入学した頃は・まだ並1：眞の抜　あり，それ迄允極rll渦てあり川惣・い功児を中1蝋しい侮n
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を過されていた家庭から，一家の主柱を急に奪われてしまい　　要領で募金を推進したいと思いますので，諸事ご多端のこと

その御悲歎と今後の御苦労を察するに誠にお気の毒に堪えま　　と存じますが，同期生はもとより，一般千曲会員の方々も何

せん。些かなりとも故人の霊を慰め，遣児養育の資金を募り　　卒御同情ある御力添えをお願い申し上げます。

養育の一助に差上げたいと思います。　（学内での恩師，同期　　　伺，御遣族は故人の郷里（上田市外青木村村松，花岡豊幸

生中大阪在住の諸氏，先輩・後輩の数氏から推進方の助言を　　様方）にて，埋葬・供養を済まされた後，夫人の御実家であ

いただいた。興国人絹パルプの方では会社として別個に援助　　　る橋詰武様方（上田市上川原柳町）に身を寄せられることに

の手を差しのべているとの連絡もいただいた）従って別記の　　　なっております。　　　　（昭和41年7月14日・清水滉記）

　　　支会だより　此の恕㌶麟鱗、れる警㌶㌫；二』瓢麟灘
　　　神奈川支会総会　　　ときとは季節に可成の差があると思レ、ま変りばえもしないということもあってか

1叢1講灘灘1；1難鎌難1灘i竃i竃蕪難

灘欝蕊繋議鷺漂繰・合噸。て且つ遠蜘育三先生な・て・・た・とお・舌された・明治・大正

幹事室に集合して盛大な二次会に移り，　が御出席下さいました。当郡山市は新産　も遠くなりにけりというがノスタルヂア

旧交を温めるもの，甲論乙駁するもの，　都市決定以来工場誘致並に市街開発に実　ではなく後輩へのこよなき訓であった。

叢器驚舗麟蒜1㌶竃㌧淳弩溌竺；鴎瀦嬬龍繁享蕊合誓馨縞蕊欝警
れて静に返。たような活況を呈し搬糸絵グランド遊園繊等肝酸搬曲合頗という二重の立場拷酷部内

ピ　氏は先生を囲み特に親しく何かと懇談さ　市議会議員から上田市会に学部発展に協

　　じて急ピッチに工事を進めて居る様です　役貝と学外役員との数的調整について思

　　総会当日は梢々曇り勝の天候であったが　索に富んだ所感があった。母袋忠右工門

　藤の花も柴色にようやく咲き初めた晩春　県議会議員から他に会合があり遅れたが

　　から初夏へのにおひが一杯の静かな目で　上小支会叉北信支会内県庁千曲会にも会

　　した。当日御参集の数は支会々員全数か　合の際には出席している・本会員の一段

　　らは三分の一前後の数ではあるが最近学　とファイトを以って職域に精進すること
｛

　　校を卒業された方々が数人も出席され坂　を望み・手をたつさえて県政の振興を期

　　口先生から直接教えを受けられた若い諸　したい旨挨拶があった。次に田口玲上田

欝瀦　　　　　　編　　れ会場の雰囲気も目然と活気に満ち溢れ　力するように機会あるごとに力説してい

の山もゆらぐかと見えた。翌朝は箱根満　賑わいをいやが上に昇げてくれました。　ると所感を述べられた。

山の桜も花吹雪と化し，さわやかな新緑　議事の内特に報告しておく事は今迄当支　議題の支会運営については本支会とも会

をバックに記念撮影等を行った。本年の　会副会長の叶沢弘氏が4月1目附で勤務　員の会費納入が根幹であるから会費集金

参加者は製糸科第1回卒業の伊藤競氏，　会社三菱電気の仙台支店の方に御栄転々　について本腰を入れ・とりあえず41年度

田中一男氏の大先輩をはじめ，本年社会　出の為新たに田中四郎氏が万場一致で当　会費から初めることに決定した。次に上

に出た石黒善夫君まで，各界の中堅，べ　支会副会長に決定致しました。筒吾が福　小支会役員については明年改選になって

テランの方々が参集され大変有意義であ　島支会は総会を福島市と郡山市と交互一　いるが現在空席である副支会長1名を上

った。本年何かの都合で心ならずも参加　年おきに会場を持つ事になって居り，そ　小蚕業技術指導長に栄転入の池田俊郎氏

できなかった同窓各位におかれては来年　の都度出席者のより多からん事：を願って　にお願いすることに万場の拍手で選任さ

の神奈川支会総会に是非ともご参加いた　る次第です。出席者はサインの通り。　　れた。池田俊郎氏から就任挨拶があった

だき，春宵美酒を酌んで青春に立ち返り　　　　　　　　　　　　　一　　　　かくて議案は滞りなく終了し懇親会に移
また若い諸君は先輩の意見を大い｝こ叩く　　上小支会総会記　　 った。今日の出席は大物が多かった力渚

ことも意義深いことと思う。同窓各位の　　6月日日母校千曲会館において久々の　手組は青年部会を作らなけれはと酒間に

御健康と御発展を祈ります。　　　　　　上小支会総会が開催された。この開催は　声もあったが兎に角老若合せて次回の盛i

　支会役員＝支会長高橋英（糸21）幹事　5月28日上小支会幹事会において決定し　会を期し小宮山太助相談役の指命によっ

石塚敏夫（糸35）青木喜平（学糸4）長　たもので，400余通の案内状を会員に送　て蒲生俊興顧問の発声で上小支会万才三

畑茂（学糸8）　　　　　　　　　　　　ったが丁度初夏多忙の真最中各方面とも　唱盛会裡に終了した。
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　　　糸友会例会　㌶雛蕊㌶灘ξ㌶㌫嚇㌫欝鍵鷲
　旧制製糸科4期生の年一回の例会を去　食べたことがない。次の会は幹事を東京　る熱海の町へ散歩に出る。夫婦で歩いて

年に続き5月10日諏訪市南湖荘で催した　で引き受けることにして散会した。　　　いる所ヘヌードスタジオや映画鑑賞の客

出席者は左記6名で色々の都合で不参者　　　　　　　　　　　　　　（西田記）　引人が出て来たり，又ストリートガール

講難簑麟㌶了欝第7回紡3同級会の記㌶蹴繊㌫隻認㌫
当日は幸い快晴に恵まれたので大いに意　　第6回の同級会は僕が幹事で昨年3月　余り賑やかでないせいかとも思った。そ

気あがり営ての悪童に返り大変愉快に過　鹿教湯温泉で行い，その席上次回の幹事　れと同時に日本一の泉都熱海と聞いた程

こした。特に老年の事故風釆は変ったが　は宮本君，会場は熱海と決定した。その　には余り豪華な町には感ぜられなかった

長い年輪の刻みは人間的の成長をとげ・　開催の動きは既に宮本君よりの年賀状に　のは僕1人の気持だけだったろうか。又

話題も多く内容も仲々味い多くなごりも　表われ「何時頃やったらよいか意見を聞　旅館の湯船の湯量が豊富とは言えない。

尽きなかったが翌日明春の再会を約し・　き度い」と書添えてあった。然し未だ間　　（注ぎ込んでいない）物足りぬ気がした

同窓各位の健勝を祈って散会した。　　　があると思ったので，相当長い間放置し　翌日日は朝8時朝食を執り石倉先生，野

　出席者＝須田国之助・小湊潔・山口正　てから「先生商売の関係上，出来るなら　口教授，碓氷君等に寄せ書を書き，それ

明・吉沢武夫・青木永次郎・小山久一。　　3月下旬を希望する」と返事を出した。　から各々が持参したカメラで記念撮影を

　　　糸16春の会　篇1寸㌶㌶瓢ξ麟㌘鷺念1㌶篇麟燕、蠕
　幹事群馬と言う事で春の会の招集状が　小松君は夫人の健康上から4月を希望，　い，残り7人は宮本君の勧めに従い実質

3月20日付で届いた。当然参加すること　それで4月に開催したい。碓氷君は夫人　主義の立場からバスで行く事とし，元箱

と思ってK君電話すると「狭心症で3力　同伴出来ない」ととの返信があり，僕か　根行のバスに乗り十国峠へ行く。ケープ

月寝てな一もう大丈夫。しかしこの土曜　ら折返し「4月でも差支なし」との返事　ルで山頂に登る。曇りの天候はやや晴れ

は結婚式に出ねぼならんので誠に残念だ　を出した。すると宮本君から詳細のスケ　て来たが富士山は見えなかった。それで

が」と言う返事。Yも「諏訪の会にも欠　ジュールを記して4月10，11日開催との　も眺望はさすがに雄大なものである事が

席したので是非皆の顔を見たいが結婚式　正式の通知状に接した。　　　　　　　　伺われた。ここでも小憩の後再びバスに

の約束があるので欠席する」Bからの電　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乗り元箱根へ行く。此処で昼食を執り箱

1謙㌶㌫嬬震享ξ㍉、㌫欝禁驚需顯㌘警凄雀鷲・㌶；裂綴㌶

灘’識鰹鍵竃難竃表量鐙竃竃鐘き竃…㌶菱

菖欝議議霧1灘lll籔璽条藩≧i竃㌶ii欝㌶驚

難㍊i鷺羅継｛爺量｛難叢鷲欝1綴繋難

乞蕊聯≧認㌶嶽璽瓢諜鑑㌶罐灘㌶曇あ嘉㌶雛・好

慰禦犠諜難籠ii藩li謹1叢難iiii纏欝璽
舟池のウドンと言うのに入る。文字通り　度なので1時間も経っか経たない内に飯　　　　　　　　　　　（香山清和記）
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　　　本会記事　璽塁鱗・酬学振興会㌶霧§麟㌶纏書

癸灘奏繋i灘㌔㌶羅ilき羅蕊難灘議難

　沓掛久雄氏（蚕19）農林功績賞受賞　　　告が竹内善吾監事よりあり本会40年度歳　　　　　動静部委員会・開催

　4月7日農林省では創設85周年を記念　入歳出決算は承認された。　　　　　　　　　6月24日動静部委員会開催，関委員長

して農林功績者6名を表彰した，蚕糸部　　（3）基本財産電信電話債券の抽簸当選に　遠藤理事，押金，篠原，美斉津，小林勝

門では沓掛久雄博士（鐘淵繊維KK常務　　より生ずる基本財産の保管にっいては当　島田，小林倫子の各委員出席し会員動静

取締役）が多年蚕品種の改良に従事し多　選の場合は新に電債を購入しそのさい生　その後の把握について各学科からの資料

数優良蚕品種を育成し，また家蚕卵の冷　ずる差金額は基本財産として保管するこ　が示された。動静移動通知（ハガキ大）

蔵，浸酸，保護に関する重要な研究が蚕　とに決定。　　　　　　　　　　　　　　を理事事務連絡会に計って千曲会報に挿

種製造技術の改善に寄与したので今回の　　その他，（1体会事業の表彰の件にっい　入すること，その他を協議した。

光栄蛻ﾆ撒灘lli簾i難翼，月講鐵議委員長

璽叢曇礁綴　で清鮒　7月13日講；量中見　　る

，，，サ麟麟欝皮雀㌶は、町田，、井美明両鴎小山よし子・　三先生長寿竺記念近・完結

　　化に関する研究　　　　ん，13日，14日の両日は白腰範外3名　かねて多大のこ舗己をいただいた3先
　　　　繊維学部繊維農学科　田中一行　で本年度は正門を施設し御代町役場観光　生長寿慶祝記念会にっいては355名の会

なお本年度は学外会員からの申請はなか　開発清水室長立会の上，周囲を有針鉄線　員よりご賛同をいただき厚く感謝申し上

ったが，広く学外若手研究員の申請を希　張りを完了した。これで白動車も乗り入　げます。近く発起人会を開いて3先生に

望する。　　　　　　　　　　　　　　れが出来面目を一新した。会員皆さんの　記念資金を贈呈する予定です。

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　　　故花岡孝君遺児養育資金募集　　　　l
i興臥絹パルプK鴎山支社綴課長花岡孝別化・回i

i麟旬瓢㌶糟護鑛驚響’瀧㌘1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く死を悼み，巡児養育資金を募集いたします。　　　　　　！

　　1，金　額　1口500円以上御随意　　　　　　　　　　、．

，1，締切12月末日　　＿　　　　　1
　　㍑送金先　上田市常入500　信州大学繊維学部｛

　　　　　　　繊維工業化学科　三石賢宛
　　　発　起　人　信州大学繊維学部　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　繊維工業化学科主任　会田源作
　　　同期生代表　色川障，清水周，清水滉，関田章　　；
～　　　　　　　　　三石賢　　　　　　　　　　　　　　｝
／（＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、

為替のご用は

　　　はやくてたしかな

　　　　　富士をご利用下さい

千曲会へのご送金は，当店宛の振替貯金

ロ座・長野3523が一番ご便利です

　　上田市原町

皆様の㊤富士銀行上田支店



0①　鵡．162　　　　千　　曲　　会　　報　　　　縮「141年朋順

　　　　　　　ニユース　㌃ζ㌶㌶㌶蕊ξ㌫，月鰍灘繕瓢，，生f賊　　　母校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　学　内　人　事　　　　　　度の寄附金入金状況にっいて泊…細な報告　会rl1木会役員・父兄’学部力鳴1’ド：部」㍉

　　中沢昌教援信州大学繊維学へ　　　があつた。　　　　　　　　　　　　　事捌も同ll隈’各学科三〕ヨF’補1∫S宏員

　群馬大学工業短期大学中沢昌教授は6　　協議事項ω役員の委嘱『よω相談役に元　後援会事務燭の各1叉1参集して開催された

月1日付信州大学繊維学音llに配陪換，繊　外務大1互小坂善太郎代識士，並に帝人K　午前は號㌦h：会・瑚事会洲lllかれ・午後総

維コニ業化学科有機合成化学li背座を担当さ　K大屋晋三社長の二名を推薦した・㈲学　会が開偲さllじた・誠小1は口）昭11140イ1凝決

れることになった。　　　　　　　　　　　内の理事にっいては柳沢延房学部長が常　算について，lil城jE治監事1こよ当℃監査

　　　大安和彬助教授発令　　　　　務理事に小泉清明前」部長9危に各学科北　報告がf『われ異蔽なく佃年1捉決算は可決
　奈良県立医科大学大安和彬講師は7月　任が理±』llに委嘱された。（2）取引銀行の追　された。（2）111杯1剛年度予］；；1：｛，二っいて，収

1日付信州大牽助教授に昇1壬，繊維学部　加について・今迄三井，三菱，住友の各　支予‡）：額1・918，995P］の予算は膿熔1どお

共通講座応用数学を担当されることにな　銀行，八十二銀行上田支店の4f了であっ　り沈建した。㈲f駕1ぱ燃；について，引年

つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　たが，枯士銀行．U］1支店，東海銀行名古　度役日｝正改灘の結果次の・｝二おり選川され

　　　新しく助手になった人　　　屋支店の2行を追加しブこ。㈲募金の計画　た，，

4川肺飲の5氏は綿こ郊1徽官助について本41迎のil画を1・200フ∫と老疏　会　巳：1ぼ1㍑：（｛油：）

議難灘繋謙1熱灘i㌶羅鰍1轡韓竃鑛ll
羅竃繊》イ唖［「縢田1究宝灘灘総壷i；灘　i購i門三、

撫議撫誌難，、購欝雛當≧禁監；蠣撚襟；
教授は4月から幾徳工業高等功：門学校教　　　開学記念日のレクリエーション　　　　高分子工業研究施股落成式・繊維

官に栄転，また経済学研究室池田正孝助　　6月1Fl信州大学開学ii己念日の行事と　　工学科実験研究蜜新築落成式麟行

手は4月から中央大学教官に栄転した。　して教職員レクリニに一ションは2台のロ　　高分干：ll鍛1り眈施設第2期1：ll事2階媚．

　　　学　科　主　任　決　定　　　　　マンスカーで志賀草沖高原ルー1・行きを　鉄筋コンμリ…ト4近WO坪酬1〕鞭工コ1［日

　41年度各学科三1三任は干llh会報Nα161号　行った。志賀高原は上信越3園にまたが　三」［月竣IJ：，こ9じによ当て所期、言1・画の318坪

に掲載したが，一部誤植があったので謹　り横乎，蜘乱日根・岩管山，志賀山の　の企力匠設が完成したので3月竣：じの延68

んで次のとおりi言∫Jl三します。　　　　　　山麓一帯24伽四方，　il繊1500η↓の高原の　2坪鉄筋3階姐繊総ll・’持1じ」澱研究室の

　繊維農学科　山口定次郎教授　　　　総称である。企山新緑に包まれ爽しい石　　新築落成武と一＾緒1こ6川3『1側校ゼミWl

　繊維工学科　野口新太郎〃　　　　捕花の花，俗気を離れた志賀商原熊の湯　究室“ご挙行した。柳沢学部」遥の｝蓼ミ拶，学

　繊維工学化学科　会田　源作〃　　　　温泉にひたり，ここ大広間で天の奨録で　　音1｛改新期岡盟会棚1沢健太郎副会長挨拶，

　繊維機械学科　商木　春1‖1～〃　　　　のどを潤し，昼食をすませ限りない自然　　工事服告は信大施設部蠕渡辺技’〔fによっ

　繊維化学工学科　黒岩　茂隆〃　　　　への思慕に包まれ渋峠，白｝艮1北長i野原　　て行われ，ホ冬了後新施設研筑宝を巡覧し

共通講座小泉　所〃　　上州三鳳烏居峠をへて一同無事さわやっついて昼食パーテーがあった。4二後1
　　　補　導　委　員　決　定　　　　　かな商原の気を満喫して上田に着いたの　時からは記念講演会がli苦堂において改勅

　本年度補導委員長iは一志淑夫教授に委　　は7時近くであった。　　　　　　　　　　期同盟会並に上n，1繊維科を振興こき共借に

員は矢木博，久間秀彦，後藤春雄，隅田　　　　今秋日本蚕糸学会中部支部総会　　　　よgて開かれ，聴講者でi｛1！ll員盛況であっ

隆太郎，小IU長雄各先生が遜i任された。　　　　開催に決定　　　　　　　　　　　　　た。演題はホ号に掲載ロ）とおり京都大学

　　学部改新期成同盟会理事会開催　　　　　6月22日母校において開催の中部蚕糸　ユニ学部長桜且1一郎教授の商分子化学の巡三

　5月23日母校第1会議室において学部　学会支部委員会は支部長山口1’E次郎教授　歩と題し，っついて：倉敷レイヨソKK大

改新期成同盟会理事会を開催した。議事　　外i委員参集来る11月1日，2日の両日日本　　原総一貞1｛社長の合成繊維二じ業の現状と将

は報告事頃口）昭和40年度収支決算報告（2）　蚕糸学会中部支部総会と研究発表会並に　来iについて講演され盛大にf了事は滞りな

現況報告⑩高分子工業研究所の増築工事　1持別講演会を開｛｛量することに決定した。　終く了した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

皆様の百貨店

上田・中央

綜合建設工事一式　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

士木建築アスファルト舗装　、　　i
上下水道衛生設備工事設洲工・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　長野県．1二1肺f火字常入682　　　　　　　　1

株式会社宮下組i
　　　　　　　　　　　　　　　　　l
TEL（」二闘）①027L2071。4034　　　　1
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　　　　『会費領収　　竺涜！削隆（　lll陽）　竹内フ∫二訓1（糸16福島）

　　＝三1‘；㍑昭鷺驚5°°：；，，化、訓．，｛；1‖ll｝謬；；11；；

　　塩醗三郎（糸31“）　　・燥敬典（鈴2：左筑）　　1吐俊雄Gi’・獅〃）

膝馴霊1パ　；1畷1鰐11・嚇川；纐櫟；1㌘
ll野li　ii化溺ll鷲il　lミ鱗l　il｝㌘｝

　　酬寛（靴14〃）　継欄1（紡20“）　：1’池懸燃30〃）
騰1轍ミ1ビ顯lli　i－1川雛｛lli　il

塁1酬漂上“小；1喋E｝蕊㌍；2　麟㌫1㍑；

　　金沢　駆債17“）　　測螂（糸19“）　　1］’埜糠（化3　〃）
講‡和§・1漂川　慧、漢跳パ　；呈㌻li！㍑

籠㌫設；㍍　離㌶；㌶；懸㌫認川
　　割贈矧（学蚕4　〃）　禰嫉（糸35“）　寺彌瓢（糸37〃）
船劉葉‖：；麗問劃‡；㍑；麟纏麟の



　　鋤ルら．162　　千曲会報　 昭和41年8月1日

　　曾1⊥1　商祥　　　（蚕　　　4　　安　　筑）　　　　　　等々プ］1直二要　（糸　　22　　東　　痴〔）　1，200Fq　　　　l田Flq　　ヨ昏尋捧　（学紡1　　　　〃　　）　1，1001：1］

　　堀〉矢　　吉美　　’（糸　　35　　　〃　　）　　　　　Z；1堂　　n9：言己　（学イヒ5　　近　　畿）　1，400FI　　　l岡本　　　 1り」　（d巨fヒ6　　‖争　　『珂）　1・500「1］

　　山浦源太郎　　（学化5　　〃　）　　　牛越　　宏（学紡11埼　三E）1，500円　　西田　　正（蚕　21山　陽）1，900『q

　　鈴木　忠雄　　（蚕　32　福　島）　　　村田　自t治（蚕　37　越　f左）2，0001」ヨ　上原　教央（紡　28　静　岡）1、000円

昭和39年度会費500円　　　　　　　　　　土屋嘉久雄（蚕　専　北佐久）3，000円　　松1［1十三子（黎這　9　・1・難）　600円

　　小池　良介　　（糸　36安　筑）　　　三宅　武夫（蚕　30岐　阜）2，400円　　∬li沢　うnlll（農　2　北佐久）1，900円
　　若オ木　　　衛　　 （紡　　21　　　〃　　）　　　　　ノ］、、嗜6　∫§「り〕　（弓を迩i11　兵　　∫il｛）　1，600111　　1莫lzミ　　　・孝　（！’；∫：りご1　　．1：　ノ1、）　2，5001「］

　　4、林　　吋ξ》］6　　（学蚕10　〕迂　畿）　　　　　rb　l；芦　　靖多上（と　（糸方　　26　」ニ　ノ1、）　1，600「rJ　　　∬［n尺　　JI三一一　（五ミ　22　　　　〃　　）　1，6001「1

昭和41年度会費及未納会費納入者　　　　　横関　源延（蚕　20　東　京）1，300P｛1　沌沢　一男（学化7　東　し；！1）1，2〔〕OllI

イ左‖泰　一（糸力2」ニノ1、）3，300「1］　」多ンド｛乍」～蓮（｝幾1［［」1膓膓）1，150PJ　III『；1～5え：：三｝～1三（6じεO　lll駕i旙）2，000PI

後藤　政之（紡　2　千　葉）1，200円　　北沢　茂｝lil（紡　16京　滋）1，100円　　松木　一・二（蚕　16島　根）1，300円

　　　　会　　員　　勤　　静　　　獺削6大蹴川二信㍑懸㌫i；；㍑1㍑；川1肺
叩山　吉二　蚕　｛2　鹿児、島　ll．1木興業KK長崎鼻自然公［；；ll　　　　　　　　　　　　　　　川田D

　　　　　　　　　　　　　々長（住）指宿市12111∫大牟：｛［】　　亦田　　良　提　3　商　：水　長野県鎖］ば園：，’1㍍φ；・」；1粒（獅

　　　　　　　　　　　　　∫∫1日086　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」反dゴ）

淡野　消志　蚕　15安　筑　』U木省詫『o試験場rl1部支場長　　市川　捌lll墨　3　」二小　艮‖lf↓llれLご1三実鍛高刊；”ド：｝1）i（艮

　　　　　　　　　　　　　（松本市四ツ谷）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野llil小県川Z．1、∫・川川
胞野　貞雄　蚕　20安　筑　」芯野県本曾1」1‡イ1高惇学校長　　　｝’1↓沢　卍敬　糸　9　Ut殻　日本llll；ll川・ll』1ミ政物｛Uζぱ1：1え

　　　　　　　　　　　　　（長野県II｛｜充1判｝1噺開村）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川浪1！｛三レll概川1・1〔｝66（住）大

町閏　史郎　蚕20北1毎道　1前∬行政監察局（II鯨「｛市大乎　　　　　　　　　　　　　　　阪府吹1・日甫初上、：川レ’IU．｜6

　　　　　　　　　　　　　町51翻3号）　（ll）li砲館市千　　　高橋　　誠　糸　13　神奈川　描浜llff！liヨヅ菅ll｜沢川「101〕

　　　　　　　　　　　　　代ケ岱‖1∫135　　　　　　　　　　横沢　　ざ1三　糸　21　近　倣　Fl本製粉KK（技術顧川）大
1也田俊郎蚕21」二小』ξ野り1しヒ小地方滴舞所（．ヒ田　　．　　　　　　　　　　　販1り棚胱所（：戊、阪川W戊1泌

　　　　　　　　　　　　　市前「ll町）上d、蚕業技術指導　　　　　　　　　　　　　　　　　1準1瀞1∫10〔D（住）前山、！：おり

、　　．　　　　　　　　所長　　　　　　　　　　　　金メL　功　糸21東京株式斜：i：・豊栄ぴ㍑jl噺目膓：営裳
江口　嘉IE　蚕　22安　筑　』1琳省蚕糸試験場lllll伎場｜∫ll　　　　　　　　　　　　　　部長（i｝涼都川1肝｝区λく∫’党

　　　　　　　　　　　　　稲部長（松木市四ツ谷）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4の30の21脱栄烈IViピノり
鞠逸郎4⇔8」・・j・上lll醐∫5d1鞭（」、［［1］1∫上　・M　l蹴糸26三1※城錨　｛繍｛　KK　醐・llユ搬（1、ll

　　　　　　l　　　　　　　　野）　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篤市結城）
山下　昇蛋30近畿提林省和｛款山統剤’調査一悩が｝i　高1仁三代治糸27愛媛酒ノ剖武∫轍ぷ抽1じlill：1羽｛

　　　　　　　　　　　　　御坊出張所　（御‡方市島564）　　　　　　　　　　　　　　　　　艮（愛媛県八幡槙d∫五反川1

　　　　　　　　　　　　　（住）和歌山県日1£看郡美浜町　　　　　　　　　　　　　　　　の15）

　　　　　　　　　　　　　［［1井畑423　　　　　　　　　　市川　忠太　糸　32　近　畿　福井精練；りlu：KK・js阪’1｜［1沸～

舗農蚕32山梨郡是製絋K飯野跳（山梨　　　　　　　長（胴［澗細胸一41〕
　　　　　　　　　　　　　県中E［摩郡白根町）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氷染色c館内）
桜井芳雄蚕38千葉千葉県四街道高等学校（千葉　　小林小…郎、糸34安筑提林省長聯翻・1細紳務川公

細衛二剛鰯鴇漂㌶塁巴！幽q公撚八郎糸，、山陰罐1；蝋謬慧
　　　　　　　　　　　　　本了欄lll］）（｛主）松本了1∫蟻ケ　　　　　　　　　（糸r・欄桝、、∫5川
　　　　　　　　　　　　　崎中勘信大官舎　　　　　　　　　岡田　　蕪　学糸3　i茨　城　錨淵繊維KK番～i城二1：馬（鞘城

今村理則鞭6竜川長酬痢縞等・徽（駒ケ根　　　　　　　聯卿
　ニー　　　　　　　　　』　市赤穂）　　　　　　　　　　　鈴木　竹登　学糸3　越　佐　兼斤潟膓111∫∫川i自ユ等学校（絹潟鳥1

服牒　功学繊m岐阜岐阜県恵那郡岩村町立岩邑中　　　　　　　　　　　’rl頸城郡榔］、鋼」21萄

　　　　　　　　　　　　　学佼　　　　　　　　　　　　　岡本　克巳　学糸5　山　陽　三井：百加化・’1た工叢KK岩川大
松山英之学繊12北信長水地方事務所内長水蚕業技　　　　　　　　　　　　竹工場醐淑；躯1牒

海外に飛躍する

北野建設株式会社
取締役社長　⇒ヒ　　野　　次　　登

長野市県町524
東京都中央区銀座1の5北野ビル

大阪市北区堂島浜通り1の25新大阪ビル

松本・高田・ジャカルタ

　　　　　　編　集　室　よ　り　　　　　1
　暑中の候会員皆様御1建勝にておすごしで…吉か，御伺い甲
し上げます。炎暑のなかで休育練戚に励む若：ものの競技は
壮快である。叉都塵をさけて海辺に川荘に二石☆ルギ…ぴ，搬

積に英気を養うシーズンです。：本会厚生施嵩受楓荘も㌫員憩

いの擢としてご利用中込みも順調です。1り日醤’鱈膓宏の学

舗響㌣㌶蒜ぽ；露難ξ；㌫6灘禁黒1繍i
とも各位のご支援もあり年末までにはオーろ㍗一のようです
衷実した錘しみ易い会眠いたしたし・口でf職蘭，自1力
潤達な随即：，支会だより等どしどしこ｝．r寄せ下さい。
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